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〈資 料〉
タイ,マ レー シアにおける日系部品メーカーの経営実態
一 そ の 事 例 調 査一一
中 野 宏 一
急速な経済発展 を続 けるマ レー シアとタイを,
1996年12月15日か ら12月24日まで のわ ずか
10日間であるが,個人研究費の制度 を利用 して,
訪れた。
訪問先 は日本 の部品 メーカー(A社)の マ レー
シア法人(a社)と 自動車部品 メーカー(B社)の
タイ法人(b社)で ある。いつれ も本社 の社長紹介
で訪問 したので,現 地法人 の社長 に自 ら案内 して
頂 いた。
なお,私 は日本貿易振興会(JETRO)の 輸入
促進関係 の委員 を務めている関係で,本 部か らの
紹介で,ジ ェ トロ ・クア ラル ンプール ・セ ンター
と ジェ トロ ・バ ンコク ・セ ンターを も訪問 した
が,本 稿では,ジ ェ トロ関係 の調査 について は,
割愛す る。
・マ レー シア法人(a社)
a社 の 工 場 は,広 い 工 業 団 地 の一 角 に位 置 す
る。この工 業 団地 は87区 画 あ り,そ の うち 日本 企
業 が,計 画 中 の もの も含 め,14社(21区 画)が 進
出 して い る。
元 来 この地 で は,こ の工 業 団 地 の デ ィ ベ ロ ッ
パ ー の祖父 がパ ーム ・ッ リーを植 林 し,そ の成 長
したパ ー ム ・ッ リーで 彼 の父親 が商売 し,そ の息
子 で あ るデ ィベ ロ ッパ ーが パ ー ム ・ツ リーを切 り
倒 して工 業 団地 を造成 したの で あ る。 このデ ィベ
ロ ッパ ー は,売 却 資金 で,さ らに他 の工 業 団地 を
造成 して い る,と の ことで あ る。
と ころで,地 元 紙NewStraitsTimes(96年12
月18日付)は,地 方 開 発 省 のD.K.ク ラマ ン大 臣
の次 の よ うな談話 を掲載 して いた。
「マ レー シ ア の貧 困 率 は1976年の42%,1990
年 の17.1%から,1995年に は8.9%へ と減 少 して
いる。2000年まで に貧困率 をゼロにするために,
政府 は11の戦略 を作成 した。」
くだんのデ ィベ ロッパー氏 は,マ レーシアの工
業化,ひ いては貧困率ゼ ロという目標達成 の一翼
を担 っているわ けであ る。
・a社 の経 営 概 況 は,以 下 の通 りで あ る。
1設 立1994年7月
※実 際 に工場が稼働 したのは,1995年8月であ
る。
2所 在 地 マ レー シア の某州
※ マ レー シア は12州 と2連 邦 直轄 区 よ り成 る
が,こ の州のサル タンが現在 国王であ る。その
たあ長男が この州 のサル タンを代 行 してい る。
3面 積 敷 地:22,800㎡
建物:工 場5,020㎡
事務 所:833㎡
食堂:282㎡
※敷 地 は約700坪で あ り,日 本 円で9,500万円
で購入 した。
4資 本金RM15,000Thousand(資本構 成:
日本 のA社100%)
※約6億 円であ る。外資100%を認 める条件 と し
て,「3年以内 に製 品の輸 出比率8割 以上 を達
成」が条件 と して出され た。但 し,直接的な輸
出だ けでな く,納 品 した部 品を使用 した他社
の完成品 が輸出 された場 合,そ の部品 も輸 出
され た,と 近 い うち にみ な され る可能性 が あ
る。なお,こ の工場 を含 め,近 隣の工場 のほ と
んどは保税工場 の認可 を得て いる。
5役 員 会 長(非 常勤),社 長 他
※社長(日 本人)は 米国勤務経験 が長 い。
6従 業 員 数
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95年 96年 97年
108名 158名 162名
※事務所 は30名(運 転手2名,ト レーラー運転
手1名,お 手伝い さん1名 を含む)で,華 人が
多 い。残 りが工場の ワーカーで ある。マ レー人
が大半で,一 部が イ ンド人で ある。このよ うな
従業 員の人種構成 は,政 府 の方針 を反 映 した
ものである。す なわ ち,マ レーシアの人口構成
はマ レー人59%,中 国系26%,イ ン ド系8%,
その他7%で あるが,政 府 はこの人 口比で従業
員 を採用す ることを義務付 けてい る。
7製 品 プ リン ト回 線基 盤
※PrintedCircuitBoardは駆動モ ーターを動か
す基盤 であ り,VTRや テ レビの製造 に使 用
され る。
10組 織図
8生 産 ライ ン セ イ コー社 製
※多 くの工程が オー トメー シ ョン化 されて いる。
一部 はク リー ン ・ルームである。私 に とって,
白い帽子 ・手袋 ・作業 衣を着用 の ク リー ン ・
ルーム入室 は初体験 であった。
9売 上
(単位) 95年(5ケ月) 96年 97年
(百万円) 220 1,440 2,240
(RMThousand)5,340 36,000 56,000
(IRM=40円)
※ 納 品 先 は マ イ ク ロ ・モ ー タ ーの メ ー カ ー で あ
る三 協 精 機,熊 谷 精 密,ソ ニ ー,ナ シ ョナ ル ・
マ イ ク ロ ・モ ー ター な どで あ る。
品質保証課※
※(の責任 者)は 日本 人 ス
タッフで,常勤5名。
陶
※業務課長と企画課長は兼任で,会長のみ非常勤
11賃 金,福 利厚 生
① 賃 金 工 場 ワー カ ーの月給 は最初380RM
で あ る。3ケ 月 の試 用 期間 後 は30RMを 加
え,410RMで あ り,こ れ は相場 で あ る。他
に食 事代 が1日 に1.5RM(昼 食代1MR,
コー ヒー代0.5MR)で,月 に30MR支 給 さ
れ る。要 す る に月 給約2万 円 で あ る。 賞与
は年1回 で1.8～2ケ 月,ベ ー ス ・ア ップ
は10%で あ る。他 に皆 勤手 当が あ り,対 象
者 に月50MRが 支 給 され る。
② 通勤 手 段 大 型 バ ス2台,小 型 バ ス2台 を
使用 し,自 分(の 車)で 通 勤 す る人 に は月 に
40MRを支 給 して い る。
③宗 教 イ ス ラム教 徒 が多 いため に,シ ャ
ワー付(顔,口 中,手 足を洗うため)Pray
Room(お祈 り室)が,男 女別 にある。
12労 働時間
法律 では週48時間以 内と規定 されて いる。
この工場 で は週44時間労働 であ る。すな
わち,月 曜か ら木曜 までが午前8時 か ら午
後6時 までの9時 間労働,金 曜 日はモスク
でのお祈 りがあるため,午 前9時 か ら午後
6時までの8時 間労働で ある。 なお,休 憩
時間 は午前10時15分か ら10時30分まで
と午 後3時 か ら3時10分 ま で で,Pray
Roomを利用す ることが多い。
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13労 働組合な ど
労働組合 は現在ない。 しか しワーカーへの
対応,待 偶が悪 い場合,ワ ーカーはLavor
Officeに訴 えることがで きる し,ま た当然
の ことなが ら退社 に も結 びつ く。現在 は毎
月,従 業員総数 の6～7%が退社す る。離職
率 は粗悪製品の出現率に関連 す る。従 って
会 社 に と って,従 業員 の定 着 が課題 で あ
る。
14環 境問題
従来 は廃水処理工場がなか ったため,こ の
地区の各工場 は ドラム管 に廃水を貯 めてい
た。 しか し ドラム管 は腐食 するので,新 品
に替 えるためのコス トを要す る。各工場経
営者 の要請 で,最 近 ようや く第三 セクター
方式 による産業廃棄物処理工場が完成 した
が,現 在 は費用が高 い。
このようなところにも,急 速な工業発展
にイ ンフラ整備が追 いっか ない,と い うマ
レーシアの問題点 が表われてい る。
・タイ法人(b社)の ゲー トウ ェイ(Gateway)工
場
タイでの自動車販売台数 は,1996年に約59万
台で,こ れは韓国の164万台,中 国 の145万台 に
次 ぎア ジアで3番 目,東 南 ア ジアで は最 多 であ
る。
生産規模 も,1997年か らは トヨタ自動車 と本田
技研工業の低価格 アジア専用車(ア ジアカー)用
に建設 した新工場が本格稼働す るほか,98年には
米 フォー ド ・モ ー ター とマ ッダが1ト ンピック
ア ップ ・トラッ久99年 にはGMが 乗用車の生産
を開始す るなど,生 産拡大計画が目白押 しとな っ
ている。 タイ政府投資委員会などが まとめた各社
の生産計画 によると,2000年の生産能力 は100万
～110万台に達す る。一方国内需要 は多 くて も80
万 台 とみ られ,従 って年20万台以上 が輸 出 され
る見通 しで ある(11。
タイにお けるこのよ うな自動車生産 の一大拠点
が ゲー トウェイ工業団地であ り,バ ンコクとカ ン
ボ ジア国境 とのほぼ中間点 に位置す る。 ここには
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トヨタ自動車 の工場 があ り,b社 のゲー トウェイ
工場 は トヨタ乗用車 の部品生産に特化 している。
・b社 ゲー トウ ェイ工場 の経 営概 況 は,以 下 の通
りで あ る。
1設 立 タイb社(本 社)の 設 立 は1963年12
月,ゲ ー トウ ェイ工 場 の 完工,一 部 稼
働 は95年 で,本 格 稼働 は96年 。
※タイb社 は現在4ケ 所 に工場 を有 して おり,この
ゲ ー トウ ェイ工場 が最 新であ るが,97年に さ ら
に新工場が稼働開始予定 である。
広大 なゲ ー トウェイ工業 団地 は,工 業省工業
団 地局 の翼下 にあ る民間 デ ィベ ロッパ ーによ り
開発 され,国 の工業団地 と して指定 されて いる。
2所 在地 タイの ゲ ー トウェイ工 業 団地
3面 積 敷 地:93,280㎡(58。30ライ)
建 物 占有 面積:11,410㎡
建 物延 床 面積:11,785㎡
※敷地 を広 く購入 して あ り,将来 さ らに工場 を増設
で きる余地 を残 して いる。
4資 本金4,000万 バ ー ツ
※株主構成 は,日 本側 はB社70%,日 商岩井15%,
タイ側 はHongHengThai7%,ThaiFarmers
Bank3%,その他5%。
タイ国 は外貨獲 得 に熱心 であ るため,輸 出比
率が高 ければ,100%外資 も認 めて いる。
5役 員 社 長,副 社長 他
※社 長(日 本人)は3回 めの タイ勤務であ り,通 算
10年を越 え,タ イ語 に堪能 である。
6従 業 員 数
駐在員 社員 テ ンポ ラ リー 合計
b社全体 24 1,477 466 1,967
ゲートウェイ工場 6 i10 54 170
※ゲー トウェイ工場 の社員の うち,ス タッフは49
名(女 性12名),ワ ーカーは61名(女 性22名)
であ る。
7製 品 シー ト,ド ア ト リム,サ ンバ イ ザー,
ヘ ッ ドライ ニ ン グ
※全 製品が同 じ工業団地 内の トヨタ自動車 の工場
へ 納 品 され る。5台 分 毎 に トヨ タ工 場 か らの
一124一 タ イ,マ レー シア に お け る 日系 部 品 メ ー カ ー の 経 営 実 態
ファックスで受注するので,在庫はゼロである。
8生 産 ライ ン
この工場 は,前 述のマ レーシアのa社 工場 と
違 い,手 作業 による部分 が多 い。 これは,製
品の特性によ りオー トメーシ ョン化が困難な
工程 もあるが,む しろタイで は相対的には賃
金がまだ低いので,日 本であれば機械を使用
するはず の工程を手作業による,と いう事情
による。
工場長 に よれば,「ワーカーは ともすれ ば
座 り込む傾向がある。座 って作業す ると,首,
肩,腰 を左右 にひね って疲れ るので,立 って
作業をす るよ うに指導 している」 との こと。
9売 上
b社全体で,94年が2,454百万バーツv95年
(9月まで)は2,366百万バ ーッ。
10賃 金,福 利厚生
① 賃金
本給 の他 に,物 価手当,皆 勤手 当がある。 マ
レーシアのa社 と異 なる点 は賞与 の高 さであ
り,5.1ケ月分を支給 して いる。これ は,従業
員 に トヨタ(6ケ月)と横並 び意識が あること
に応 じているたあであ る。
② 福利厚生
創立記念 日に会社 のファン ド拠 出による記念
事業 を計画 し,事 業案を現地従業員に相談 し
た と ころ,国 王 へ の寄付 が提 案 され,と ま
どった との こと。 タイ国民 は国王への畏敬の
念 が強 い。 タイ国王の誕生 日が12月であ る
ため,滞 在中のホテルの正面玄関に も,国 王
の写真が掲 げ られていた。
11労 働時間 午前8時 か ら午後5時 まで。
※午前10時と午後3時 に10分休憩がある。97
年2月 か らNighfshift開始予定。
12環 境 問題
、この工場か ら出る化学薬品 の廃棄物 は全て再
利用 できるたあ,業 者 が買取 りに来 る。
クア ラル ンプールか らバ ンコクに到着 した12
月19日,地 元紙Nationは,三洋電機 タイ工場で
の従業員 の放 火 によ る倉庫焼 打 ち事件 を報道 し
た。 この報道によれば,工 場が古 くなったための
移転決定 と賞与額 に対 する不満が動機である,と
の こと。 タイ とマ レー シアの 日系企 業 を見学 し
て,改 め て労務管 理 の重要 性 と難 か しさを感 じ
た。
本稿 は,日 系部品 メーカーのタイ,マ レーシア
における経営実態の一断面を,資 料 と して提供す
ることを 目的 とした。
なお,タ イとマ レーシアにおける現地法人 の社
長 と長時間にわたって御一緒できたことは,誠 に
有難い機会であった。
海外での事業展開を文献 を通 して"理 解"す る
ことの多い私にとって,短 期間 とはいえ,今 回の
体験 は貴重な ものである。
本社の社長 に,記 して感謝 申 し上 げます。
(注)
(1)「日本経済新聞」(1997年1月19日付,及 び1
月30日付)。
付記:本 稿 はイ ンタビューに基 づ いて構成 されて
いるが,文 責 は全て筆者 にある。
